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昭
和
三
十
六
年
度

0

東
郷
村
教
育
方
針
と
努
力
点

東
郷
村
教
育
委
員
会

　　　
蛛
@
灘
　
騰

東
郷
村
教
育
方
針

一
、
わ
が
国
の
教
育
方
針
に
遵

い
、
本
村
の
実
態
に
立
脚
し

て
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を

行
い
心
身
と
も
に
健
康
な
国

民
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も

に
、
愛
郷
心
、
愛
国
心
の
啓

培
に
つ
と
め
る
。

一
、
教
育
財
政
の
健
全
な
運
営

に
よ
り
教
育
施
設
の
整
備
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
既
設

設
備
の
完
全
利
用
と
愛
護
に

つ
と
め
、
教
育
効
果
の
向
上

を
期
す
る
。

一
、
教
育
活
動
の
正
し
い
運
営

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
向
上

に
寄
与
し
得
る
実
践
的
社
会

人
の
育
成
を
期
す
る
。

一
、
本
村
民
の
現
実
に
鑑
み
、

自
主
性
、
協
調
性
、
科
学
性

創
造
性
、
積
極
性
を
培
い
、

生
活
力
旺
盛
な
人
間
の
育
成

を
期
す
る
。

一
、
公
民
館
を
中
心
と
す
る
社

会
教
育
活
動
に
よ
り
本
村
民

の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、

産
業
の
振
興
、
生
活
文
化
の

向
上
、
社
会
福
祉
の
増
進
を

期
す
る
。

一
、
実
生
活
に
直
結
す
る
中
堅

産
業
人
の
養
成
に
つ
と
め
、

生
産
教
育
の
浸
透
拡
充
を
は

か
り
、
地
域
社
会
の
振
興
に

資
す
る
。

　
努
力
点

学
校
教
育

e
学
校
管
理
の
道
正
を
は
か
る

　
教
育
課
程
の
適
正
な
設
定
と

　
そ
の
運
営

学
校
事
務
系
統
の
合
理
化
と

責
任
体
制
の
確
立

教
職
員
の
勤
務
の
厳
正

⇔
現
職
教
育
の
強
化
を
は
か
る

　
研
究
体
制
の
確
立
と
計
画
的

　
運
営

　
一
人
一
研
究
の
推
進

日
新
教
育
課
程
に
基
く
教
育
の

　
徹
底
を
は
か
る

　
新
教
育
課
程
に
基
く
教
育
計

　
画
の
樹
立
と
実
践

　
新
教
育
課
程
の
研
究
と
学
習

　
指
導
の
改
善

㈲
道
億
教
育
の
徹
底
を
は
か
る

　
道
徳
教
育
指
導
計
画
の
樹
立

と
そ
の
実
践

　
生
活
指
導
の
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
子
供
会
、
生
徒
会
の
指
導

　
教
師
の
人
格
に
よ
る
感
化

　
視
聴
覚
教
育
の
充
実
と
活
用

　
芸
能
科
の
振
興

　
環
境
の
美
化

　
地
域
社
会
と
の
緊
密
な
連
携

㈲
科
学
、
技
術
教
育
の
振
興
を

　
は
か
る

　
学
習
園
実
習
地
の
計
画
的
経

　
営

　
基
礎
的
実
験
、
観
察
、
実
習

　
の
徹
底

　
施
設
設
備
の
年
次
計
画
の
樹

　
立
と
既
設
設
備
の
活
用

丙
基
碗
学
力
の
向
上
を
は
か
る

　
行
事
の
合
理
化
と
完
全
授
業

　
の
徹
底

　
宅
習
の
指
導

学
校
図
書
館
、
学
校
放
送
の

充
実
と
活
用

学
力
の
連
続
的
調
査
と
結
果

　
の
・
活
用

㈲
健
康
教
宵
の
振
輿
を
は
か
る

　
学
校
体
育
の
指
導
計
画
の
樹

　
立
と
適
正
な
指
導

　
体
育
施
設
の
年
次
計
画
の
樹

　
立
と
そ
の
活
用

　
学
校
環
境
の
健
康
的
整
備

学
校
給
食
の
奨
励

　
身
体
検
査
の
結
果
と
教
育
的

謹

　
社
会
教
育

9
公
民
館
の
設
備
の
充
突
と
社

　
会
教
育
講
座
の
拡
充

　
地
域
住
民
の
生
活
文
化
を
高

　
め
る
た
め
の
公
民
館
と
し
て

青
年
、
婦
人
、
成
人
そ
の
他

　
研
究
団
体
等
の
定
期
講
座
の

開
設
、
そ
れ
に
伴
う
施
設
、

　
備
晶
等
の
充
実
を
は
か
る

⇔
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

　
強
化
を
は
か
る

　
団
体
活
動
の
合
理
化
、
活
動

　
内
容
の
整
備
を
図
り
、
各
種

　
研
究
団
体
の
育
成
に
つ
と
め

る
　
　
　
　
　
　
（

㊨
青
年
学
級
、
・
浦
人
学
級
の
振

　
興
を
は
か
る

　
各
回
校
区
に
一
学
級
以
上
開

　
毒
し
て
計
画
的
に
実
施

㈲
青
少
年
の
指
導
の
強
化
を
は

　
か
る

　
子
供
会
の
育
成
、
生
活
環
境

　
の
純
化
、
学
校
、
家
庭
、
社

　
会
そ
の
他
青
少
年
補
導
機
関

　
と
の
連
絡
協
調

㈲
社
会
体
育
の
搬
輿
を
は
か
る

　
社
会
体
育
の
活
動
促
進
、
社

　
会
体
育
指
導
組
織
の
育
成
強

化
、
体
育
施
設
の
充
実

㈹
新
生
活
運
動
の
推
進
を
は
か

　
る

　
新
生
二
丁
勤
理
念
の
徹
底
、

　
生
活
意
慾
の
昂
揚
、
生
活
の

　
合
理
化

　
共
同
組
織
の
確
立
、
生
活
環

　
境
と
習
俗
の
刷
新
、
新
ら
し

　
い
道
徳
運
動
の
推
進

昭
和
三
十
六
年
度

東
郷
村
公
民
館
の
努
力
目
標

一、

�
ｯ
館
運
営
活
勘
の
張
化

　
と
施
設
、
般
備
の
充
実
を
図

　
る
。

ω
運
営
組
織
の
強
化
と
末
端
へ

　
の
浸
透

ω
調
査
と
広
報
活
動
「
実
態
調

　
査
、
公
民
一
報
発
行
、
有
線

放
送
の
利
用
」

㈹
図
書
そ
の
他
教
具
の
完
備

二
、
ヒ
民
主
団
体
の
育
成
強
化

ω
婦
人
、
青
年
、
P
T
A
そ
の

　
他
の
団
体
の
育
成
と
活
動
促

　
進

ω
成
人
教
育
の
徹
底

三
、
産
禦
搬
輿
に
勢
め
、
農
村

　
経
済
の
確
立
を
図
る
。

ω
研
究
グ
ル
ー
プ
の
育
成
強
化

ω
研
究
交
換
会
の
実
施

㈹
研
究
指
定

四
、
新
生
活
運
動
の
推
進

ω
貯
蓄
の
増
強
「
税
の
完
納
運

　
動
」

ω
諸
行
事
の
簡
素
化

㈹
農
休
日
整
理
、
研
修
日
の
普

　
及
徹
底

五
、
社
会
体
育
の
振
回

ω
社
会
体
育
組
織
の
強
化

ω
体
育
レ
ク
リ
エ
：
シ
ヨ
ン
の

　
生
活
化

昭
和
三
十
六
年
度
村
婦
協
の

運
動
方
針
並
に
努
力
点

一、

^
動
方
針

ω
家
庭
教
育
の
責
任
者
と
し
て

　
の
婦
人
の
向
上

ω
家
庭
経
済
の
担
当
者
と
し
て

　
の
自
覚

㈹
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く

　
る
た
め
の
団
体
活
動

＝
、
努
力
点

O
教
養
部

ω
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
活
動
促

　
進
（
定
例
会
の
完
全
実
施
と

　
共
同
学
習
）

㈲
子
供
会
の
育
成
強
化
（
未
組

　
織
へ
の
普
及
徹
底

㈹
婦
人
学
級
の
徹
底
（
部
落
学

　
級
の
普
及
、
読
書
グ
ル
ー
プ

　
の
育
成
）

ω
青
少
年
の
補
導
育
成

O
生
産
部

ω
副
業
の
奨
励
（
中
小
家
畜
の

　
増
殖
と
飼
料
作
物
の
研
究

ω
自
給
肥
料
の
増
産

㈹
家
庭
菜
園
の
栽
培
の
研
究

ω
植
林
の
奨
励

O
厚
生
部

ω
家
族
計
画
の
推
進

ω
環
境
衛
生
の
普
及
徹
底

㈹
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

　
生
活
化

O
生
活
部

ω
新
生
活
運
動
の
推
進
（
時
間

　
の
励
行
、
貯
蓄
の
増
強
、
諸

　
行
事
の
簡
素
化
湘
新
正
月
の

　
一
本
化
湘
集
会
の
新
生
活
）

●

じ

初
’
夏
　
の
，
歌
．
メ

牧

水

い
つ
し
か
に
春
は
暮
れ
け
ゲ
こ
こ
ろ
ま
た
さ
び
し
き
ま
ま
に
は
つ
夏

に
入
る

空
の
あ
な
た
深
き
み
ど
り
の
そ
こ
ひ
よ
り
さ
び
し
き
時
に
か
よ
ふ
ひ

び
き
あ
り

あ
を
あ
を
と
若
葉
萌
え
い
つ
る
森
の
な
か
に
一
も
と
の
花
咲
き
に
け

りし
め
や
か
に
嵩
み
だ
る
る
は
つ
夏
の
夜
の
あ
は
れ
を
寝
ざ
め
な
が
む

る

⑧
家
計
簿
の
完
全
配
帳

紛
納
税
意
欲
の
昂
揚

一ω
農
休
日
の
普
及
徹
底

㈲
組
合
マ
ー
ク
品
の
愛
用

昭
和
三
十
六
年
度

影
青
協
運
動
目
標
と
努
力
点

一、

x
動
目
標

ω
青
年
の
生
活
を
よ
く
し
よ

　
，
つ

ω
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く

　
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

紛
青
年
の
教
育
を
青
年
の
手
で

　
育
て
よ
う

ω
民
主
主
義
と
平
和
を
守
ろ
う

二
、
実
践
す
べ
き
努
力
目
標

単
位
団
体
活
動
の
充
実

O
　
教
養
部

ω
各
種
学
習
活
動
の
展
開

ω
貯
蓄
運
動
の
推
進

O
　
産
業
部

ω
調
査
学
習
に
よ
る
研
究
課
題

　
の
発
見
と
研
究
推
進

ω
共
同
実
習
地
の
管
理
と
運
営

O
　
体
二
部

ω
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
生
活

化
⑧
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
徹
底

働
キ
ャ
ン
プ
に
よ
る
精
神
訓
練

O
　
家
政
部

ω
近
代
女
性
と
し
て
の
教
養
を

　
高
め
る

ω
女
子
講
座
の
開
設

1
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噺

五
月
十
二
日
の
村
議
会
で
正
副

議
長
、
各
部
正
副
常
任
委
員
長

委
員
が
次
の
よ
う
に
選
任
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
　
（
O
委
員
長
　
○
副

委
員
長
）

　
議
　
長
　
　
　
寺
原
勝
美

　
副
議
長
　
　
　
矢
野
通

総
務
部

　
◎
若
藤
稔
　
○
日
高
郡
司

新
名
岩
喜
河
野
団
太
郎
寺

原
勝
美

教
育
厚
生
部

　
O
新
名
戌
　
○
山
本
源
宗

黒
木
熊
吉
　
石
田
数
夫
　
矢
野

通農
林
部

　
O
黒
田
辿
　
○
松
原
千
三
郎

海
野
繁
男
　
黒
木
与
作
　
黒
木

利
男
　
　
　
，

土
木
部

　
◎
上
原
速
美
　
〇
三
浦
治
郎

吉
　
松
浦
一
十
佐
藤
秀
義

奈
須
常
吉

区
長
、
公
民
館
長
、
婦
協
役
員
、
青
協

役
員
が
次
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た

　　　　　　　　　区
仲里八田迫鶴小福寺
　　重　野野野
深坂原野内内田町里長

三日青谷舛黒都平植

浦吉門口田木甲野野

万福久難題栄
旭蔵一雄郎夫助士助

　　　　部
鶴小福寺落下越瀬坪
野野　　公渡
内田瀬迫民川重平谷
　　　　館
　　　　長
申等橋橋　日海量稲
田甲口口　高野田田

九成　虎　辰　春
市夫登市　雄通男剛

八
重
原

迫
野
内

越坪仲田羽

表谷深野坂

村
二
丁
投
員

　
会
　
正

副
会
長

副
会
長

副
会
長

村
青
協
筏
貝

　
会
長

　
副
会
長

　
　
〃

　
体
育
部
長

　
文
化
部
長

　
産
業
部
長

　
家
政
部
長

橋
本
時
男

黒
木
　
辰
雄

寺
原
栄
一

小
川
多
寿
郎

中
谷
　
芳
雄

三
浦
治
郎
吉

田
中
利
吉

　　　　　　　

麟1富海新大日田
山野名匠高丸

泰五正敦膨
満臨幸子男真

酒
井
美
恵
子

衛
生
だ
よ
り

五
月
の
声
が
か
か
る
と
気
候
は

益
々
良
く
な
り
全
く
詩
や
絵
の

よ
う
な
田
園
風
景
に
な
り
ま
す

さ
て
こ
の
良
い
気
候
気
温
は
そ

の
ま
ま
病
気
の
世
界
で
も
非
常

に
活
発
な
活
動
を
始
め
ま
す
、

細
菌
の
世
界
で
は
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ゆ
き
、

そ
の
細
菌
を
入
の
口
や
家
の
中

に
持
ち
運
ぶ
ハ
エ
や
蚊
の
世
界
」

で
は
物
凄
い
ば
か
り
に
数
が
数

を
産
ん
で
行
き
ま
す
。
夏
場
に

お
け
る
人
間
と
蚊
や
ハ
エ
、
バ

イ
キ
ン
と
の
旧
い
が
始
つ
た
訳

で
す
、
一
人
一
人
が
蚊
ハ
エ
を

退
治
し
、
一
戸
一
戸
が
清
掃
を
．

つ
づ
け
、
部
落
全
部
で
環
境
衛

生
に
心
を
配
り
健
康
を
守
り
明

る
い
村
作
り
に
精
進
し
た
い
も

の
で
す
。

各
種
予
防
接
種
も
次
々
に
行
は

れ
ま
す
が
必
ず
受
け
て
下
ざ
い

昨
年
度
は
伝
染
病
は
沢
山
出
ま

し
た
が
皆
さ
ん
が
よ
風
予
防
蟻
、
レ
足
し
だ
拠
出
制
国
昆
年
金
な

種
な
ど
さ
れ
た
の
で
、
パ
亡
く
な

っ
た
人
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
、
銀
旧
い
ろ
い
ろ
な
伝
染

病
で
命
を
落
し
た
大
人
や
子
供

が
あ
り
ま
し
た
が
昭
和
三
十
五

年
に
は
一
人
置
あ
り
ま
せ
ん
で

㍗
北
汐
伝
染
病
は
本
当
に
お
そ

ろ
レ
い
で
す
け
れ
ど
も
早
く
気

が
つ
心
畠
榊
く
診
駈
を
う
け
て
早

く
治
療
す
れ
ば
治
か
も
早
く
軽

る
く
、
負
組
も
少
し
で
済
み
ま

す
、
今
年
も
伝
染
病
で
一
人
も

死
な
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し

よ
う
。

殊
に
小
児
ま
ひ
の
予
防
注
射
の

と
き
は
一
人
も
も
れ
な
く
か
な

ら
ず
接
種
し
て
下
さ
い
。
年
令

に
該
当
し
な
い
幼
児
も
四
才
頃

迄
は
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
、

申
込
み
を
し
て
頂
け
ば
名
簿
を

作
っ
て
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
が
配

付
に
な
り
次
第
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
、
日
本
脳
炎
の
予
防
注

射
も
い
た
し
ま
す
、
昨
年
一
一
回

し
た
人
は
本
年
は
一
度
で
よ
ろ

し
い
の
で
す
、
初
め
て
の
人
は

二
回
い
た
し
ま
す
、
注
射
の
日

時
は
各
区
長
さ
ん
か
ら
お
し
ら

せ
し
ま
す
の
で
家
族
全
員
受
け

て
お
そ
ろ
し
い
目
本
脳
炎
を
追

鱗
鰻
響

　
　
　
　
　
　
り
　
　
ほ

組
合
別
に
ま
宏
め
て
連
絡
し
て

下
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
の
畜
犬
の
登
録
と

犬
の
注
射
も
近
く
実
施
さ
れ
ま

雪
駄
蒜
雑
器
港
燈
都

　
　
　
　
り

二
郎
鞍
博

　
九
州
地
区
触
本
年
は
早
く
か

　
ら
発
生
し
で
お
り
ま
す
が
宮

　
崎
県
で
も
多
発
し
て
お
り
特

　
別
対
策
地
区
と
し
て
予
防
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
北
か
ら
南
に
流
行
し
て
い
る

　
よ
う
で
す
。

　
新
聞
・
ラ
ヂ
オ
・
テ
レ
ビ
で

　
毎
日
放
送
さ
れ
て
お
り
ま
す

　
が
予
防
注
射
以
外
に
方
法
け

　
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
法
は

改
正
さ
れ
ま
す

戦
後
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
る

老
ム
署
又
は
社
会
情
勢
の
推
移

に
伴
い
経
済
変
動
の
厳
し
い
影

響
を
受
け
て
い
る
身
体
障
害
者

や
縄
手
世
帯
に
対
し
て
年
金
を

支
給
し
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
を

作
ろ
う
と
す
る
目
的
の
も
と
に

』一納幽’．鰯

鴫
翫
際
殺
計
馨

十
三
ま
で
一
五
Q
円
の
保
険
料

を
負
組
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が

こ
れ
憶
請
外
国
の
経
験
に
徴
U

て
も
国
家
財
政
の
上
か
ら
も
、

又
こ
の
制
度
の
将
来
に
わ
た
る

建
全
な
発
展
を
碗
保
す
る
た
め
－

に
も
、
こ
の
程
度
の
国
民
の
負

担
は
止
む
得
な
い
も
の
と
し
て

お
り
ま
す
。

然
し
乍
ら
こ
の
制
度
か
ら
い
っ

て
飽
く
ま
で
も
低
所
得
者
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ず
る
救
済
の
道
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
経

済
的
理
由
で
保
険
料
を
か
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
人
達
に
対
レ

て
は
申
請
に
基
き
保
険
料
の
免

除
と
年
金
の
特
例
支
給
と
言
ヶ

補
充
的
福
祉
年
金
と
併
用
し
て

国
庫
負
担
で
斉
し
く
年
金
の
恩

恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
規
定
し
て
あ
り
ま
す
ρ
更
に

今
、
国
会
に
提
案
中
の
年
金
法

改
正
案
の
主
な
る
も
の
を
提
げ

て
み
ま
す
と

一
、
老
令
年
金
の
繰
上
げ
支
給

現
行
規
定
で
は
六
十
人
才
で
な

い
と
支
給
で
き
な
か
っ
た
年
金

が
本
人
の
希
望
で
六
十
才
よ
り

支
給
す
る
。

二
、
特
例
に
よ
る
老
令
年
金
の

　
支
給

拠
出
制
の
老
令
年
金
支
給
要
件

を
満
し
て
い
な
い
者
で
も
補
充

的
福
祉
年
金
の
支
給
要
件
を
満

し
て
お
れ
ば
六
十
五
才
か
ら
支

給
す
る
。

三
、
準
母
子
年
金
の
創
設

例
え
ば
配
偶
者
を
亡
く
し
た
祖

母
が
孫
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合
と
か
父
を
亡
く
し
た

独
身
の
女
子
が
弟
妹
と
生
計
を

全
じ
く
し
て
い
る
場
合
は
勢
子

年
金
の
例
に
よ
り
準
母
子
年
金

を
支
給
す
る
。

四
、
障
害
年
金
母
子
年
金
準
母

子
年
金
及
び
遣
児
年
金
の
受

資
格
期
間
の
経
遇
的
短
縮
拠
．

制
年
金
発
足
後
一
年
以
上
三
年
．

未
満
の
間
に
支
給
事
由
が
発
生

し
た
場
合
は
減
額
し
た
年
金
を

支
給
す
る
。

五
、
死
亡
一
時
金
制
度
創
設

保
険
料
納
付
顔
面
が
三
年
以
上

で
あ
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
・

そ
の
遺
族
に
対
し
て
保
険
料
納

付
期
間
に
応
じ
五
千
円
か
ら
丑
配

万
二
千
円
の
一
時
金
を
支
給
U
、

て
か
け
捨
て
を
な
く
す
る
等
国

民
の
た
め
の
年
金
と
し
て
の
関

心
を
た
か
め
る
に
充
分
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
他
面
こ
の
法
律

が
国
民
の
義
務
と
な
っ
た
以
上

　
（
以
下
二
め
ん
に
う
つ
く
）
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村
婦
協

結
　
成

十
周
年
記
念
式
典
報
告

四
月
二
十
五
日
、
本
村
婦
協
結

成
十
周
年
の
記
念
式
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
た
。
薫
風
に
麦

の
穂
が
ゆ
る
や
か
に
ゆ
れ
、
や

は
ら
か
い
日
ざ
し
が
若
葉
を
て

ら
し
て
ゆ
く
春
を
惜
し
む
こ
の

日
。式

場
に
満
ち
溢
れ
た
歓
喜
の
中

で
、
第
一
代
会
長
甲
斐
あ
ぐ
り

さ
ん
、
二
代
長
田
ソ
イ
さ
ん
、

三
代
三
尾
文
子
さ
ん
、
四
代
塩

月
ミ
ド
リ
さ
ん
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
永
年
本
会

の
運
営
に
つ
く
さ
れ
た
、
橋
ロ

イ
ワ
ノ
さ
ん
、
田
辺
ま
す
え
さ

ん
、
寺
原
ト
シ
子
さ
ん
、
矢
野

ク
ラ
さ
ん
、
矢
野
明
子
さ
ん
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
て

記
念
式
が
終
り
、
引
つ
づ
い
て

記
念
講
演
と
し
て
福
祉
園
乳
児

院
長
の
小
松
先
生
の
講
話
が
あ

り
集
う
五
百
の
会
員
に
深
い
感

銘
を
与
え
た
。
午
後
は
祝
賀
演

芸
会
が
催
さ
れ
、
各
部
落
か
ら

選
出
さ
れ
た
方
々
の
見
事
な
お

ど
り
や
独
唱
な
ど
が
演
出
さ
れ

来
賓
の
十
八
番
の
披
露
も
あ
っ

て
、
万
雷
の
拍
手
と
爆
笑
の
渦

を
ま
き
お
こ
し
た
。
こ
の
輝
か

し
い
式
典
で
塩
月
婦
協
長
は
次

の
よ
う
な
挨
拶
を
行
っ
た
。

や
わ
ら
か
い
日
ざ
し
に
、
青
葉

若
葉
の
は
ゆ
る
今
日
、
沢
山
な

来
賓
の
方
を
お
迎
え
し
、
会
員

の
皆
様
の
お
出
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
本
村
婦
人
連
絡
協
議
会

結
成
十
周
年
の
記
念
式
典
を
あ

げ
ま
す
こ
と
ば
、
皆
さ
ま
と
共

に
よ
ろ
こ
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

噸
み
ま
す
と
、
私
共
本
村
婦
人

は
昭
和
二
十
年
終
戦
を
迎
を
ま

し
た
直
後
、
新
た
に
東
郷
村
婦

人
会
を
結
成
い
た
し
ま
し
て
、

荒
れ
果
て
た
地
域
社
会
の
生
活

や
、
す
さ
み
切
っ
た
家
庭
生
活

の
た
て
な
お
し
に
踏
み
出
し
た

の
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
年

十
月
に
米
国
軍
政
部
の
要
請
に

よ
り
ま
し
て
、
解
散
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
各

公
民
館
に
婦
人
部
を
お
い
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
専
ら
グ
ル
ー

プ
の
結
成
と
そ
の
育
成
に
力
を

注
い
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時

長
田
秀
太
郎
社
会
主
事
先
生
に

は
一
方
な
ら
ぬ
御
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
年
一
年
と
グ
ル
ー
プ
も

正
常
に
育
成
し
て
ま
い
り
、
村

婦
協
の
結
成
の
機
運
も
醸
成
さ

れ
ま
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
四

月
二
十
五
日
、
い
く
ら
か
の
生

み
の
な
や
み
も
あ
り
ま
し
た
が

芽
出
度
く
結
成
の
運
び
に
至
っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
結
成
に

当
り
ま
し
て
は
時
の
小
野
村
長

さ
ん
、
黒
木
助
役
さ
ん
、
渡
辺

総
務
課
長
さ
ん
、
塩
月
東
郷
中

学
校
長
、
都
甲
東
郷
小
学
校
長

先
生
方
の
御
高
配
と
、
部
落
婦

人
会
長
で
あ
ら
れ
た
、
建
立
の

田
代
カ
ズ
さ
ん
、
福
瀬
の
海
野

政
子
き
ん
、
小
野
田
の
三
尾
文

子
さ
ん
、
鶴
野
内
の
寺
原
ト
シ

子
さ
ん
、
迫
野
内
の
橋
ロ
ア
サ

ノ
さ
ん
、
八
重
原
の
奈
須
ハ
ル

エ
さ
ん
、
田
野
の
川
原
モ
ヨ
さ

ん
、
羽
坂
の
川
崎
ヤ
ス
エ
さ
ん

仲
深
の
甲
斐
あ
ぐ
り
さ
ん
、
坪

谷
の
関
本
重
子
さ
ん
、
越
表
の

田
申
久
江
さ
ん
方
の
お
骨
折
り

が
大
き
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。結

成
の
翌
月
に
は
、
家
庭
生
活

の
向
上
、
家
庭
教
育
の
充
実
、

婦
人
指
導
者
の
養
成
な
ど
を
目

的
と
し
て
各
小
学
校
区
に
婦
人

学
級
を
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
他
婦
人
大
会
、
宿

泊
研
修
会
な
ど
を
い
た
し
ま
し

て
、
婦
人
の
教
養
の
向
上
に
つ

と
め
ま
し
た
。
ま
た
二
、
三
の

部
落
誌
面
に
研
究
テ
ー
マ
を
与

え
ま
し
て
研
究
を
委
嘱
い
た
し

ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
二
十
七
年
は

婦
協
の
揺
弱
年
で
あ
り
ま
し
て

こ
の
時
代
は
社
会
教
育
主
事
の

陶
山
先
生
の
御
指
導
に
お
す
が

り
し
た
時
代
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
、
県
婦
協
が
は

じ
め
て
婦
人
総
会
共
進
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
が
、
郡
代
表

と
し
て
田
代
み
や
え
さ
ん
が
、

翌
二
十
九
年
に
は
、
田
中
文
子

さ
ん
が
、
三
十
年
に
は
田
中
よ

し
の
さ
ん
が
、
三
十
四
年
に
は

森
田
幸
美
さ
ん
が
、
実
績
発
表

の
栄
を
得
ら
れ
て
県
共
進
会
に

お
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
指

導
に
当
り
ま
し
て
は
那
須
主
事

先
生
の
お
力
が
大
き
い
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
年
の
文
化
の

日
に
、
本
村
画
意
は
優
良
婦
人

団
体
と
し
て
県
か
ら
表
彰
を
受

け
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
な

お
こ
の
年
か
ら
共
同
募
金
も
日

赤
募
金
と
と
も
に
婦
協
で
募
金

す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
還
元

金
は
婦
協
の
運
営
費
と
し
て
い

朋闘
ー
ー

甜
氏
出

開
充
選

ロ

開
重
落

開
小
部
”

…二
開
演
芸

朋
。
講
演

㎜國
念
口

開
鯛
記
祝

開闘
一
｝
．

荏
ぴ…

“

た
だ
く
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
年
に
は
県
が
、
村
お
こ

し
実
践
部
落
を
各
町
村
婦
協
に

指
定
し
ま
し
た
が
、
小
野
田
婦

協
の
「
若
葉
会
」
が
そ
の
成
績

郡
第
一
位
を
か
ち
え
ま
し
た
。

三
十
年
に
は
県
か
ら
「
婦
人
団

体
を
申
心
と
す
る
総
合
活
動
」

の
テ
ー
マ
で
研
究
指
定
を
う
け

ま
し
て
年
度
末
に
研
究
結
果
の

公
開
を
い
た
し
ま
し
た
。

三
十
一
年
に
は
県
新
生
活
協
会

よ
り
「
新
生
活
講
座
」
の
研
究

指
定
を
受
け
、
環
境
衛
生
、
時

間
の
励
行
、
食
生
活
の
改
善
、

習
俗
の
刷
新
、
青
少
年
の
健
全

育
成
、
税
の
完
納
運
動
な
ど
に

力
を
そ
そ
ぎ
、
親
子
会
の
育
成

家
庭
菜
園
の
計
画
裁
培
な
ど
に

も
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

農
協
婦
人
部
を
表
裏
一
体
の
姿

で
結
成
い
た
し
ま
し
て
、
箱
貯

金
の
奨
励
や
組
合
マ
ー
ク
品
の

愛
用
を
呼
び
か
け
た
の
も
、
研

修
視
察
旅
行
を
は
じ
め
た
の
も

ま
た
共
同
募
金
協
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
の
も
こ
の
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。

三
十
二
年
に
は
、
村
文
化
祭
に

婦
人
室
を
設
け
ま
し
て
婦
協
活

動
状
況
等
を
村
民
に
公
開
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

年
か
ら
県
婦
協
と
村
婦
協
が
直

結
し
会
長
は
県
亜
聖
主
催
の
市

町
村
会
長
息
に
出
席
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
新
生
活
運
動
協
会

か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
の

も
こ
の
年
で
あ
り
ま
す
。

三
十
三
年
に
は
中
央
婦
人
学
級

を
開
設
し
、
三
十
四
年
に
は
、

昭
和
二
十
六
年
以
来
、
村
に
計

上
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
婦
協
の

育
成
指
導
費
と
、
共
同
募
金
還

元
金
を
合
算
し
た
金
額
を
志
下

の
育
成
補
助
と
し
て
、
村
よ
り

　
　
　
　
い
た
だ
く
こ
と
と
な

一
　
　
鵬
り
ま
し
て
は
じ
め
て

教
育
委
員
会
の
指
導

の
も
と
に
婦
協
が
自

主
的
に
事
業
の
運
営

の
出
来
る
姿
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
黒

木
村
長
さ
ん
の
深
い

御
理
解
の
賜
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
年
か
ら
村
自
体

の
共
進
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た

村
主
催
の
排
球
大
会

に
も
、
全
部
落
婦
人

会
か
ら
出
場
し
て
い

た
蟹
き
ま
し
た
。

三
徳
五
年
に
は
「
婦

人
学
級
」
が
文
部
省

鍵　
　
研
究
を
委
嘱
さ

　
　
し
て
、
三
月
に

は
私
が
県
代
表
の
一
人
と
し
て

東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
文
部
省

主
催
の
「
全
国
婦
人
教
育
研
究

集
会
」
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
婦
人
の
主
張
発
表

会
や
部
落
婦
人
学
級
の
開
設
、

グ
ル
ー
プ
の
会
長
研
修
会
な
ど

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
引
き
つ
づ
い
て

「
婦
人
学
級
」
が
文
部
省
か
ら

研
究
を
委
嘱
さ
れ
、
県
か
ら
研

究
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
い
つ

れ
も
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
事

業
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
研
究

を
通
し
て
本
村
婦
協
の
前
進
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ

て
い
ま
す
。
な
お
記
念
植
林
や

記
念
植
樹
な
ど
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
、
静
か
に
婦
協
十
年
の
歩
み

を
ふ
り
か
え
り
ま
す
時
、
よ
く

も
こ
こ
ま
で
歩
み
つ
づ
け
た
も

の
か
、
と
の
感
無
量
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
全
く
村
御
当
局

の
深
い
御
理
解
と
教
育
委
員
会

の
先
生
方
や
、
各
学
校
の
校
長

先
生
の
御
親
切
な
御
指
導
、
村

民
の
皆
様
特
に
男
性
の
方
の
御

支
援
、
会
員
の
皆
様
の
御
協
力

の
賜
で
あ
り
ま
し
て
感
謝
に
堪

え
ま
せ
ん
。
特
に
先
刻
、
感
謝

状
、
表
彰
状
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
、
歴
代
会
長
さ
ん
を
は
じ

め
永
年
婦
協
の
運
営
に
参
画
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
役
職
員
の

方
々
に
対
し
ま
し
て
は
深
甚
の

敬
意
と
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
日
十
周
年
を
迎
え
ま
す
に
当

り
、
私
は
会
員
一
千
四
百
名
の

名
に
よ
り
ま
し
て
一
万
の
村
民

の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
御
指

導
御
鞭
撞
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
ま
す
。

私
共
会
員
は
今
後
も
互
に
手
を

と
り
合
い
、
足
並
み
揃
え
て
教

養
を
つ
み
、
叡
智
を
養
い
婦
人

の
使
命
を
完
う
い
た
し
ま
し
て

豊
か
な
郷
土
、
住
よ
い
社
会
、

明
る
い
家
庭
の
建
設
に
つ
と
め

ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
ま
し

て
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
基
本
法
へ
の
研
究

国
家
百
年
の
計
を
た
て
る
：
よ

く
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
す
。

百
年
は
さ
て
お
き
今
後
十
年
間

の
日
本
の
農
業
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
一
と
い
う
こ
と
で
政
府

が
専
門
の
調
査
会
を
つ
く
り
検

討
の
結
果
「
農
業
の
基
本
問
題

と
基
本
対
策
」
と
い
う
答
申
が

出
た
の
は
昨
年
五
月
の
こ
と
で

し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
戦
後
の

あ
の
食
糧
不
足
の
時
代
か
ら
今

ま
で
農
業
に
も
大
き
な
変
化
が

あ
り
、
連
続
豊
作
と
い
う
こ
と

ば
の
と
お
り
米
の
心
配
も
も
う

な
く
な
っ
た
。
併
し
、
国
の
経

済
が
ど
ん
ど
ん
発
展
す
る
中
で

都
市
と
農
村
の
生
活
水
準
や
所

得
の
差
が
生
ま
れ
て
い
る
の
は

事
実
で
す
。
農
業
の
長
期
な
新

ら
し
い
方
向
を
は
っ
き
り
と
き

め
る
こ
と
は
是
非
必
要
と
な
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
池
田
内

閣
に
な
っ
て
か
ら
農
業
基
本
法

を
制
定
す
る
為
、
本
格
的
な
用

意
が
始
め
ら
れ
た
訳
で
す
が
、

実
は
こ
の
基
本
法
は
三
年
以
前

か
ら
問
題
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
は
国
の
政
治
の
上

で
誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

仕
事
で
し
た
。
六
百
万
農
家
の

聞
題
と
全
国
民
の
問
題
と
し
て

取
上
げ
な
け
れ
ば
国
力
に
支
障

の
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。
煮
て

基
本
法
は
一
口
に
云
え
ば
「
伊

東
郷
村
農
業
委
員
会

業
と
他
産
業
と
の
生
活
水
準
の

ひ
ら
き
を
な
く
し
農
業
を
国
民

経
済
全
体
の
中
で
合
理
的
近
代

的
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
大
事
な

こ
と
は
「
農
業
生
産
の
選
択
的

拡
大
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

こ
れ
は
い
い
か
え
れ
ば
長
い
目

で
見
て
こ
れ
か
ら
伸
び
る
農
産

物
を
よ
く
選
ん
で
そ
の
生
産
を

大
い
に
の
ば
し
て
い
こ
う
と
い

う
意
味
で
す
。
た
と
え
ば
畜
産

や
果
樹
作
を
と
り
い
れ
た
有
利

な
農
業
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

◇
農
業
基
本
法
は
農
業
生
産
の

新
ら
し
い
発
展
の
た
め
に
つ
ぎ

の
四
つ
の
こ
と
を
国
民
に
約
束

し
て
い
ま
す
。

1
土
地
や
水
の
有
効
利
用
や
開

　
発
、
農
業
技
術
の
向
上
な
ど

　
「
農
業
生
産
の
施
策
」
を
国

　
が
ど
し
ど
し
す
す
め
る
。

2
農
業
構
造
を
改
善
し
て
農
家

　
が
一
本
立
で
安
心
し
て
農
業

　
を
い
と
な
め
る
よ
う
に
国
が

　
強
力
な
援
助
を
す
る
。

3
ど
ん
な
農
産
物
が
こ
れ
か
ら

　
伸
び
る
か
長
い
見
と
お
し
を

　
国
が
た
え
ず
検
討
し
て
国
民

　
へ
発
表
す
る
。

4
米
、
麦
を
は
じ
め
重
要
な
農

　
産
物
の
価
格
の
安
定
に
つ
い

　
て
は
国
が
責
任
を
も
つ
。

大
概
に
云
っ
て
以
上
が
骨
組
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
新
ら
し
い
村
づ
く
り
　
豊
か

な
農
業
づ
く
り
へ
」

基
本
法
は
こ
う
云
う
精
神
に
立

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
は
っ
き

り
言
い
切
れ
る
で
し
ょ
う
。

幾
多
の
苦
難
を
越
え
遠
い
祖
先

の
代
か
ら
受
つ
い
だ
日
本
の
農

業
に
と
っ
て
ま
さ
に
画
期
的
な

基
本
法
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
そ
の
政
策

を
の
ぞ
い
て
見
ま
す
。

ー
デ
ン
プ
ン
農
業
か
ら
タ
ン
パ

　
ク
農
業
へ

　
日
本
農
業
の
大
黒
柱
は
な
ん

　
と
云
っ
て
も
米
で
し
よ
う
。

　
し
か
し
、
一
方
こ
れ
か
ら
の

　
農
業
を
米
だ
け
に
限
る
の
は

　
考
え
も
の
で
す
。
先
づ
十
年

　
先
を
考
え
る
と
生
産
技
術
が

　
す
す
め
ば
自
給
自
足
は
安
易

　
に
達
成
出
来
よ
う
か
ら
米
の

　
生
産
量
の
食
稼
が
出
来
た
上

　
は
余
っ
た
土
地
や
労
力
は
も

　
つ
と
有
効
に
利
用
し
よ
う
と

　
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。
　
（
本

　
村
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
か
）

　
石
川
県
で
は
「
田
に
草
を
つ

　
く
り
牛
を
飼
お
う
」
と
い
う

　
運
動
を
起
し
て
好
成
績
を
上

　
げ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
れ
か
ら
の
畜
産
の
奨
励
に
は

政
府
も
農
業
近
代
化
資
金
の
導

入
に
本
腰
を
入
れ
る
で
し
ょ
う

2
麦
は
ど
う
な
る

イ
、
大
、
裸
麦
を
作
付
転
換
し

　
小
麦
や
エ
サ
や
ナ
タ
ネ
、
テ

　
ン
菜
、
果
樹
な
ど
を
作
れ
る

　
よ
う
に
指
導
や
援
助
す
る
。

ロ
、
そ
の
た
め
三
十
億
の
転
換

　
奨
励
金
を
出
す
。

ハ
、
そ
の
た
め
の
試
験
や
研
究

　
施
設
を
大
規
模
に
作
る
。

二
、
輸
入
小
麦
に
負
け
な
い
よ

　
う
に
小
麦
の
品
質
改
善
を
す

　
す
め
る
。

3
い
よ
い
よ
ひ
ら
け
る
果
物
の

　
新
時
代

　
果
樹
作
振
興
は
「
選
択
的
拡

　
大
」
の
意
昧
か
ら
益
々
重
要

　
に
な
っ
て
き
ま
す
。
食
生
活

　
が
変
る
に
つ
れ
果
物
の
消
費

　
は
こ
の
数
年
急
速
に
の
び
又

　
加
工
、
輸
出
な
ど
新
ら
し
い

　
方
向
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

　
す
。
日
本
人
は
外
国
人
に
く

ら
べ
て
ま
だ
半
分
ぐ
ら
い
の

　
果
物
し
か
食
べ
て
い
な
い
と

　
云
わ
れ
て
い
る
。

講
鄭
雛
藩
士

　
に
負
け
な
い
よ
う
技
術
上
、

　
品
質
類
い
ろ
い
ろ
改
善
が
必

要
で
し
よ
う
か
ら
そ
成

　
た
め
予
算
を
増
大
す
る
。

ロ
、
絹
は
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
で

　
あ
る
か
ら
養
蚕
を
も
つ
と
合

　
理
化
し
生
産
費
を
下
げ
る
為

　
に
桑
園
の
技
術
改
善
や
集
団

　
化
を
す
す
め
協
業
飼
育
施
設

　
を
増
設
す
る
。

ハ
、
新
ら
し
い
畑
作
の
ト
ッ
プ

　
に
ビ
ー
ト
栽
培
導
入
が
考
え

　
ら
れ
て
い
る
北
海
道
の
ビ
ー

　
ト
生
産
振
興
を
は
じ
め
暖
地

　
ビ
ー
ト
を
奨
励
す
る
。

5
林
業
振
興

イ
、
国
有
林
、
民
有
林
の
治
山

　
事
業
十
ケ
年
計
画
を
樹
て
造

　
林
大
事
業
を
す
す
め
る
。

ロ
、
農
業
用
地
と
し
て
国
有
山

　
林
の
開
放
も
考
慮
す
る
。

ハ
、
林
道
に
つ
い
て
は
奥
地
の

　
林
道
や
橋
の
改
築
を
す
す
め

　
る
。

6
所
得
の
確
保
を
は
か
る

　
農
業
基
本
法
の
大
き
な
眼
目

　
は
つ
ま
り
こ
の
事
で
農
業
が

　
安
定
し
た
ゆ
た
か
な
産
業
と

　
し
て
の
び
て
い
く
よ
う
に
施

　
策
を
す
す
め
る
。

　
イ
、
農
産
物
の
価
格
の
安
定

　
ロ
、
農
産
物
の
流
通
の
合
理

彗
　
ハ
、
輸
入
に
係
る
農
産
物
と

　
の
関
係
の
調
整

　
二
、
農
産
物
の
輸
出
の
振
興

　
と
い
う
よ
う
に
法
案
の
第
三

　
条
で
は
国
が
い
か
に
し
て
農

　
産
物
の
価
格
を
守
り
損
の
な

　
い
よ
う
に
保
護
す
る
か
に
つ

　
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
心
配
さ
れ
る
貿
易
の
自
由
化

　
は
い
か
に
生
産
を
合
理
化
し

　
コ
ス
ト
を
下
げ
て
も
外
国
の

　
安
い
農
産
品
が
出
廻
れ
ば
忽

　
ち
買
い
た
た
か
れ
る
で
し
よ

　
う
か
ら
「
そ
の
事
態
を
克
服

　
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

　
認
め
る
と
き
は
関
税
率
の
調

　
整
や
輸
入
の
制
限
等
必
要
な

　
施
策
を
決
め
て
呉
れ
る
と
い

　
う
訳
で
す
。

7
自
立
経
営
農
家
の
育
成

　
も
ち
ろ
ん
国
の
保
護
だ
け
で

　
は
い
け
な
い
の
で
農
民
自
身

　
の
奮
起
に
ま
っ
と
こ
ろ
が
大

　
き
い
で
し
ょ
う
が

　
イ
、
家
族
経
営
の
発
展
と
自

　
立
経
営
”

　
ロ
、
相
談
の
場
合
の
農
業
経

営
の
細
分
化
の
防
止
等
は
健

　
全
な
農
家
の
成
長
を
う
た
つ

　
て
い
ま
す
。

8
こ
れ
か
ら
は
一
人
よ
り
も
協

　
業
で

　
こ
と
し
反
当
七
石
を
と
っ
て

米
作
日
本
一
賞
を
と
っ
た
秋

　
田
県
の
工
藤
さ
ん
は
ス
コ
ッ

　
プ
で
一
尺
の
深
耕
を
し
た
そ

　
う
で
す
。
こ
れ
は
ま
ね
の
出

来
な
い
努
力
で
し
ょ
う
が
、

も
し
大
型
ト
ラ
ツ
ク
ー
な
ら

　
か
ん
た
ん
で
し
よ
う
。
問
題

　
は
大
型
耕
う
ん
機
は
一
戸
で

　
は
買
え
な
い
の
で
共
同
購
入

　
で
行
く
事
が
い
い
事
に
決
つ

　
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

イ
、
協
業
の
助
長

ロ
、
農
地
に
つ
い
て
の
権
利
の

　
設
定
又
は
移
転
の
円
滑
化

　
な
ど
は
こ
の
為
に
規
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

9
近
代
化
村
づ
く
り

　
基
本
法
は
更
ら
に
す
す
め
て

　
「
頭
で
考
え
る
農
業
」
す
な

　
わ
ち
近
代
的
農
業
に
向
っ
て

　
日
本
の
農
業
の
構
造
そ
の
も

　
の
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て

　
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め

　
教
育
や
研
究
施
設
も
大
い
に

　
ひ
ろ
げ
ら
れ
新
ら
し
い
技
術

　
を
と
り
入
れ
、
土
地
や
水
の

　
生
産
基
盤
ま
で
改
良
し
よ
う

　
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
農
業
の
ほ
か
の
仕
事
に

　
出
よ
う
と
い
う
希
望
や
能
力

　
を
生
か
す
た
め
、
職
業
の
訓

　
練
や
紹
介
も
す
る
と
い
う
規

　
定
で
す
。

新
ら
し
い
あ
す
の
農
業
へ

　
わ
た
し
達
は
常
々
か
ら
豊
か

　
な
そ
し
て
健
全
な
農
業
が
出

　
来
る
事
を
祈
っ
て
止
ま
な
い

　
と
こ
ろ
で
す
が
、
只
今
こ
の

　
基
本
法
は
衆
議
院
を
通
過
し

　
て
参
議
院
に
持
込
ま
れ
自
民

　
五
霞
、
社
会
党
案
、
民
社
党

　
案
と
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
み
よ
り

　
に
く
い
問
題
を
か
か
え
て
慎

　
重
審
議
申
で
あ
り
ま
す
。
と

　
も
あ
れ
私
達
は
い
つ
れ
に
も

　
せ
よ
自
然
と
闘
い
、
そ
れ
が

　
為
に
極
め
て
不
幸
で
あ
っ
た

　
農
業
の
経
営
が
又
吾
々
の
生

　
活
が
こ
の
基
本
法
の
制
定
に

　
よ
っ
て
国
の
強
力
な
保
護
の

　
手
が
差
伸
べ
ら
れ
他
産
業
と

　
と
平
等
の
生
活
が
営
れ
る
こ

と
に
な
る
為
の
国
会
ぢ
ん
痛

　
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

　
思
い
、
深
い
関
心
を
払
う
べ

　
き
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

◇
「
目
に
青
葉
山
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
　
か
つ
を
」
、
今
年
も
五
月

醐
訪
ず
れ
喋
夏
の
み
の
り

　
を
前
に
し
て
、
生
命
力
の
躍

　
動
を
覚
え
る
。

◇
青
葉
の
う
つ
く
し
い
色
に
つ

　
つ
ま
れ
て
、
し
み
じ
み
と
自

麗
晦
謬
筆
霜
眉

　
　
　
　
　
　
μ

一
め
ん
よ
り
の
つ
づ
き

適
用
者
に
対
す
る
資
格
届
義
務

違
反
や
虚
偽
の
届
出
等
に
対
す

る
罰
則
又
は
保
険
料
滞
納
者
に

対
す
る
滞
納
処
分
は
国
税
徴
収

法
に
基
く
等
罰
金
又
は
体
刑
の

刑
量
も
決
し
て
軽
く
な
い
こ
と

を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

本
村
と
し
て
は
年
金
法
が
村
民

の
将
来
に
お
け
る
福
祉
増
大
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
一

人
で
も
こ
の
法
の
適
用
か
ら
洩

れ
将
来
後
悔
す
る
人
の
な
い
よ

う
最
善
を
尽
す
べ
き
と
考
え
五

月
一
日
よ
り
保
険
料
の
徴
収
か

た
わ
ら
部
落
を
巡
回
し
て
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
幸

い
区
長
並
に
組
合
長
さ
ん
の
熱

意
あ
る
啓
蒙
の
お
か
げ
で
村

の
関
心
も
高
く
保
険
料
の
納
入

成
績
に
大
き
く
現
れ
て
先
づ
好

調
な
発
足
を
示
し
更
に
啓
蒙
に

拍
車
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
村
皆
保
険
、
明
る
い
完
納
の

実
現
を
期
す
る
上
に
大
き
な
期

待
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
喜
こ
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
今
後
共
年
金
行
政
に
対

し
て
は
他
町
村
に
ひ
け
を
と
ら

ぬ
よ
う
、
で
き
る
丈
の
努
力
を

致
し
ま
す
が
村
民
各
位
が
尚
一

層
の
関
心
を
高
め
ら
れ
る
と
共

に
先
憂
後
楽
の
気
慨
を
も
た

れ
、
・
こ
の
制
度
を
村
民
の
も
の

と
し
て
軌
道
に
の
せ
て
頂
く
よ

う
御
協
力
を
お
願
い
し
て
止
み

ま
せ
ん
。
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